
数
値
で
み
る
中
国
の
介
護

第回

需要と供給のミスマッチ

　
前
回
に
続
き
、
数
値
デ
ー

タ
を
も
と
に
中
国
介
護
業
界

に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
前
回
は
中
国
の
巨
大

な
介
護
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、

供
給
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

現
状
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
に
加
え
、
そ
の
ほ
か
様
々

な
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
例
え
ば
養
老
施
設
の
価
格

帯
に
つ
い
て
。
政
府
系
施
設

の
場
合
、
月
額
費
用
が
約
３

０
０
０
元
前
後
（
１
元
＝


円
と
し
て
）
と
か
な
り
低
価

格
帯
で
、
ど
こ
の
施
設
も
ほ

ぼ
満
室
状
態
で
す
。
利
用
料

が
安
い
分
、
入
所
率
は
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
専
門
技
術
力
・

サ
ー
ビ
ス
水
準
に
つ
い
て

は
、十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
月
額
８
０
０
０
元
ほ
ど
の

中
価
格
帯
施
設
は
、
低
価
格

帯
施
設
と
同
様
、
入
所
率
は

高
い
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
水

準
は
前
者
と
違
っ
て
あ
る
程

度
価
格
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取

れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
大
手
企
業
や
外
資

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
高
級
施
設
（
月
額
８

０
０
０
元
以
上
～
）
の
入
所

率
は
３
割
前
後
と
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
価
格
は
高
い
で

す
が
、
こ
の
よ
う
な
施
設
の

入
所
者
は
設
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
を
重
視
す
る
富
裕
層
や

自
立
し
た
高
齢
者
も
多
く
、

低
所
得
者
層
向
け
施
設
に
比

べ
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
国
は
２
０
１
０
年
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
世
界
第
２

位
と
な
り
ま
し

た
が
、
生
活
水

準
を
表
す
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｐ
Ｐ

は
２
０
１
８
年

で
も
な
お
世
界

第

位
と
非
常

に
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年

の
中
国
老
年
社

会
調
査
に
よ
る

と
、

歳
以
上

の
一
人
当
た
り
平
均
年
収
が

２
４
４
８
元
以
下
の
人
口
は

全
体
の

％
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
高
齢
者
貧
困
率
に

全
国
高
齢
者
人
口
を
か
け
る

と
、
全
国
貧
困
高
齢
者
数
は

４
８
９
５
万
人
に
達
し
ま

す
。

　
そ
し
て
都
市
部
高
齢
者
貧

困
率

％
～

％
に
対
し
、

農
村
部
の
高
齢
者
貧
困
率
は


％
と
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
施
設
を
価
格
帯

別
に
み
て
み
る
と
、
低
中
所

得
の
施
設
の
需
要
が
大
き
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が

不
足
し
て
い
る
と
い
う
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
起
こ
る
の
は
必
然

で
あ
り
、
今
後
の
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。


